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失敗事例のタイトル  
ステンレス製配管の粒界腐食 

一次原因（材料要素）  
粒界腐食 

機種  
水門設備	
  

部品  
配管 

材料  
SUS304、オーステナ
イトステンレス鋼 

概略の寸法  
外径 100mm、肉厚 6ｍｍ
ｔ 

損傷発生時の状況  
	
 水門設備の SUS304 製配管が約８年経過後に水漏れが発生した。配管は外面が塗装されており、水漏れはバ
ルブ部の枝管の溶接部近傍で発生していた。配管の内面には錆こぶが発生していた。水質は以下の通りで、通

常の淡水である。pＨ：6.5～7.0、導電率：83～98μS／cm、Cl-：11～13mg／l、SO42-：3.4～3.8mg／l  

調査内容とその結果  
	
 水漏れ発生部位の外面の金属組織をスンプ法で観察した結果、漏れは粒界割れによることが観察された。ま

た、漏れが生じていない部分についても鋭敏化が確認された。本設備では枝管が接続されている主配管（600φ）
の一部に炭素鋼がステンレス鋼と溶接使用されており、製作時にこの炭素鋼の応力除去のため約 600℃で焼鈍さ
れていた。このとき SUS304が鋭敏化したものと考えられた。 

損傷発生のシナリオ  
	
 SUS304 の配管にもかかわらず、その一部に炭素鋼が使用されていたため、その応力除去のため SUS304 の
鋭敏化条件で応力除去焼鈍をしてしまった。このため SUS304 が鋭敏化し、きわめてマイルドな環境条件であ
る通常の淡水にもかかわらず長時間の使用で錆こぶが付着し、その下で粒界腐食が発生して漏れに至った。炭

素鋼の応力除去に気をとられ、ステンレス鋼の鋭敏化への配慮が欠落してしまった（採録者推定）。 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 鋭敏化の生じにくい SUS304Lに材質変更した。 

教訓  
	
 ステンレス鋼と炭素鋼が混在する系の応力除去を実施するときは熱処理条件を慎重に検討し、応力除去と鋭

敏化の防止が両立する条件を選ぶ。これが困難なときはステンレス鋼の材質選定を鋭敏化が起こりにくい低炭

素型または安定化型とする。 
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